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青山家墓地

島田富重郎の墓

このコーナーでは、男女共同参画推進委員会の広報
委員が、個性と能力を発揮し、自分らしく輝いている
人にスポットをあて紹介します。

今年度の芦川小学校の児童数は15人、教職員は9人です。豊か

な自然に恵まれた環境の中で、温かな地域の人々や保護者の期待

に応え、先生方が一丸となって「自ら学び、自ら考え、主体的に活動

できる子どもを育てる」ことを目指して実践しています。 

推進委員がお伺いした日は、初冬の日差しが暖かい日で、校庭には、

児童たちが小さい種から育てたパンジーやビオラが、あふれんばかり

に植えられていました。このパンジーやビオラは、近々、子どもたちの

手で芦川町内の公共施設に運ばれると、極楽寺先生がうれしそう

に話してくれました。 

　「芦川の地域の子どもですから、芦川を誇りに思える子どもに育っ

てほしい。そのためにこんなことをしています」と極楽寺先生が紹介してくれたのが、毎年11月に行われる

ほかほか祭です。ほかほか祭は、昭和59年度に開催されたこんにゃく祭がきっかけとなった祭りで、学校と

地域を結ぶ祭りとして、芦川小学校にずっと引き継がれてきたとのことです。 

ほかほか祭の準備は、夏休みから始まるそうです。夏休み中に炭焼きの原木倒しを実施。地域のお年

寄りに指導していただきながら、学校所有の炭焼き体験窯で立派な炭を焼き上げます。 

祭り当日は、ほかにも数多くの催しが行われ、昼食には、学校農園で栽培したコンニャクイモやサツマイモ

などを使った手づくり料理がふるまわれます。今年も130人の地域の方や保護者の皆さんが来校され、盛

大に開催されたとのことです。 

最後に、極楽寺先生は、「女性管理職の数は少ないけれど、子ども一人ひとりを人格を持った一人の人

として見つめ、その子の持つ能力をどう引き出すかということを考えながら教育に携わっていきさえすれば、

おのずとポストはついてくるものだと思います。若い先生たちの挑戦に期待しています」と話されました。 

 

極楽寺先生から大変貴重なお話を聞くことができました。ほかほか祭の様子を話してくださった
時の極楽寺先生の温かい笑顔と、芦川小学校の子どもたちの生き生きとした笑顔が印象的でした。
今回お聞きしたお話を、これからの推進活動に役立てていきたいと思います。

2月28日（日）、いちのみや桃の里ふれあい文化館で行われる市民協働・男女共同参画フォーラムに、推進
委員会が参画します。ぜひ、ご来場ください。 

今回は、教育現場で活躍する女性として芦川小学校校長の極楽寺真理子先生にお話を聞きました。
現在、県内の小・中学校は290校 あり、そのうち女性の校長先生（相当職を含む）は21人、教頭
先生は41人 です。市内では、女性の校長先生は極楽寺先生のみ、また、教頭先生は2人が活躍され
ています。 

極楽寺真理子先生 

吹ちゃん笛ちゃん

石和南小と春日居小で 
活躍中だそうよ。教頭先生の 
お話も聞きたいわね～ 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

2人の女性教頭先生は 
どこの学校にいるのかな？ 

　
今
回
は
、
笛
吹
市
指
定
文
化
財
の
二
つ
の
墓
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

　
一
つ
目
は
、
春
日
居
町
熊
野
堂
字
市
道
に
あ
る

青
山
家
墓
地
で
す
。
こ
の
墓
地
に
は
、
20
基
以
上

の
石
塔
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
3
基
が

市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
中
央
の
も
の
が
、

最
大
の
大
き
さ
で
す
。
 

　
こ
の
墓
地
に
あ
る
石
塔
の
形
式
を
五
輪
塔
と
い

い
ま
す
。
五
輪
塔
は
そ
の
名
の
と
お
り
5
つ
の
部

位
か
ら
成
り
、
上
か
ら
順
に
空
輪
・
風
輪
・
火
輪
・

水
輪
・
地
輪
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
大

の
五
輪
塔
の
全
部
位
に
梵
字（
ぼ
ん
じ
・
古
代
イ
ン

ド
の
文
字
）が
刻
ま
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
す
。

こ
の
形
式
の
石
塔
は
、
中
世（
主
に
鎌
倉
時
代
と
室

町
時
代
）に
数
多
く
造
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
す

べ
て
の
人
の
墓
に
石
塔
が
建
て
ら
れ
た
わ
け
で
は

な
く
、
有
力
な
人
に
だ
け
墓
が
造
ら
れ
る
時
代
で

し
た
。
で
す
か
ら
、
青
山
家
墓
地
は
、
熊
野
堂
あ

た
り
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
有
力
な
人
物
の
墓
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 　

中
世
、
熊
野

堂
を
含
む
こ
の

地
域
周
辺
は
、

陵
辺
荘
（
お
か

べ
の
し
ょ
う
）

と
い
う
荘
園
で

あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら

の
石
塔
は
、
当

荘
園
に
か
か
わ

る
有
力
な
人
物
の
墓
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
江

戸
時
代
に
熊
野
堂
村
の
名
主
で
あ
っ
た
青
山
家
の

先
祖
の
墓
で
あ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
現
在
も
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
山
家
の
先
祖
は
、
陵
辺

荘
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
有
力
な
人
物
だ
と
い
え

ま
す
。
 

　
二
つ
目
に
紹
介
す
る
の
は
、
石
和
町
の
大
蔵
経

寺
内
に
あ
る
島
田
富
重
郎
の
墓
で
す
。
島
田
富
重

郎
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
松
本
村
の

名
主
を
務
め
た
人
で
す
。
ま
た
、
こ
の
人
物
は
、

明
治
5
年（
1
8
7
2
）に
起
こ
っ
た
農
民
一
揆
「
大

小
切
騒
動
」
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
 

　
大
小
切
騒
動
が
起
こ
っ
た
事
の
発
端
は
、
江
戸

幕
府
か
ら
明
治
政
府
へ
変
わ
り
、
政
府
が
山
梨
県

の
税
制
の
見
直
そ
う
と
し
た
こ
と
で
し
た
。
江
戸

時
代
、
甲
斐
国
の
国
中
地
方（
主
に
山
梨
郡
、
八
代
 

郡
、
北
・
中
巨
摩
郡
）に
は
、
甲
斐
国
独
自
の
徴
税

法
が
あ
り
ま
し
た
。
年
貢
の
九
分
の
四
は
米
で
納
 

め
、
九
分
の
三
は
米
四
石
一
斗
四
升
を
金
一
両
で

換
算
し
た
代
金
を
納
め（
小
切
）、
残
り
九
分
の
二

は
浅
草
蔵
前
冬
張
紙
値
段（
百
石
を
35
両
前
後
）で

換
算
し
代
金
を
納
め
る（
大
切
）制
度
で
し
た
。
こ

の
税
法
は
「
大
小
切
税
法
」
と
呼
ば
れ
、
商
品
経

済
が
発
達
し
た
甲
州
で
は
、
お
金
で
税
を
納
め
る

こ
と
は
、
百
姓
に
と
っ
て
実
質
的
に
年
貢
が
軽
く

な
る
税
法
で
し
た
。
「
大
小
切
税
法
」
は
、
武
田
信

玄
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
こ

の
徴
税
法
は
、
江
戸
時
代
に
何
度
も
廃
止
さ
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
伝
説
を
誇
り
に
思
う
甲
州

の
人
々
の
抵
抗
で
存
続
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
と
こ
ろ
が
、
新
政
府
が
明
治
2
年
に
こ
の
税
法

を
見
直
そ
う
と
し
ま
し
 

た
。
こ
れ
に
対
し
、
県
庁

は
時
期
尚
早
で
あ
る
と

上
申
し
た
た
め
、
明
治

４
年
ま
で
は
存
続
さ
れ

ま
し
た
が
、
廃
藩
置
県

が
実
施
さ
れ
、
翌
5
年

8
月
に
大
小
切
税
法
の
廃
止
が
通
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
旧
東
山
梨
郡
と
東
八
代
郡
の
村
の
 

人
々
が
廃
止
反
対
を
唱
え
、
蜂
起
し
ま
し
た
。
人
々

は
、
同
月
13
日
に
決
起
し
、
廃
止
に
同
意
し
た
区

戸
長
宅
を
襲
い
、
そ
の
後
当
時
の
甲
府
市
長
で
あ

る
若
尾
逸
平
宅
ま
で
襲
撃
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
揆
側
は
「
大
小
切
税
法
据
え
置
き
の
黒
印
状（
黒

色
の
判
が
押
さ
れ
た
証
明
書
）」
を
獲
得
し
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
8
月
末
に
東
京
・
静
岡
か
ら
軍
隊
が

到
着
し
、
こ
の
兵
力
を
背
景
に
、
当
時
の
土
肥
県

令（
現
在
の
県
知
事
に
あ
た
る
）は
、
村
役
人
を
恵

林
寺
に
集
め
黒
印
状
を
回
収
し
ま
し
た
。
一
揆
の

参
加
者
・
指
導
者
も
厳
し
く
追
及
さ
れ
、
1
5
0

人
も
の
人
が
逮
捕
・
拘
禁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
島
田
富
重
郎
の
姿
も
あ
り
、
11
月
に
首
謀
者

の
一
人
と
し
て
絞
首
刑
に
処
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
島
田
富
重
郎
は
、
明
治
25
年
に
す
べ

て
の
罪
を
赦
免（
し
ゃ
め
ん
）さ
れ
、
義
民
と
し
て

現
在
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
 

　
 

　
今
回
で
、
笛
吹
市
の
史
跡
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー

ズ
は
終
了
に
な
り
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
新
し
い

テ
ー
マ
で
笛
吹
市
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
 




